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1．はじめに 

このたびは、μC3/Standard 評価版をお試しいただき、ありがとうございます。本書で

は評価版パッケージのインストール手順、パッケージの概要について説明しています。 

なお、μC3/Standard (RTOS) の詳細については、評価版のインストール後、Document

フォルダにインストールされるユーザーズガイドを参考にして下さい。 

 

制限事項 

本評価版は次の評価ボード上での試用を対象としています。 

 

・STMicroelectronics 社製   

STM32H743I-EVAL 

STM32H753I-EVAL 

STM32H7B3I-EVAL 

STM32H750B-DK 

NUCLEO-H743ZI 

 

添付しているプログラムを製品評価以外の目的で使用することはできません。本評価版

は製品版とは異なり、RTOS のソースコードが含まれないほか、下記の機能制限がなされ

ています。 

 

⚫ RTOSの ID数の制限 

・タスクの個数 : 10 (製品版では 255) 

・その他のオブジェクト個数 : 8 (製品版では 999) 

※. 参考情報：IDの詳細については、μC3/Standardユーザーズガイド「3.3.1 オブ

ジェクトのID番号上限のコンフィグレーション情報」を参照してく

ださい。 

 

本評価版を使用するにはIARシステムズ社のコンパイラとデバッガが別途必要です。 
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2．パッケージの概要 

インストーラ 

μC3/Standard 評価版では、インストーラが用意されています。 

uC3s_stm32h7_ewarm_eva.exe を起動すると下記インストール画面が表示されるので、

インストーラのメッセージに従い、評価版パッケージをインストールしてください。 
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フォルダ構成 

インストールが完了すると、評価版のパッケージは、以下の構成となります。 
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サンプルプログラムの実行 

μC3/Standardでは、評価ボードをターゲットとしたサンプルを用意しています。 

次のサンプルプログラムが「¥uC3Eva¥Sample¥Standard¥STM32H7」に格納されてい

ます。 

 

評価ボート名称 サンプルの概要 対象フォルダ 

STMicroelectronics社 

NUCLEO-H743ZI 

uC3(RTOS)+シリアル通信 NUCLEO-H743ZI.UART 

STMicroelectronics社 

STM32H7B3I-EVAL 

uC3(RTOS)+シリアル通信 STM32H7B3I-EVAL.UART 

STMicroelectronics社 

STM32H743I-EVAL 

uC3(RTOS)+シリアル通信 STM32H743I-EVAL.UART 

STMicroelectronics社 

STM32H750B-DK 

uC3(RTOS)+シリアル通信 STM32H750B-DK.UART 

STMicroelectronics社 

STM32H753I-EVA 

uC3(RTOS)+シリアル通信 STM32H753I-EVAL.UART 

 

 

※. STM32H7B3I-EVAL.UARTのサンプルについては、 

    IAR Embedded Workbench for ARM v8.42.2の環境にて動作確認を実施しております。 

 

サンプルプログラムの実行方法は「¥Documnet」フォルダの、 

μC3/Standard チュートリアルガイドCortex-M7 – STM32H7 編 

(TutorialGuide_CortexM7_STM32H7_Std_EWARM.pdf )を参照してください。 


